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学
校
生
活
の
始
ま
り
に

少
し
緊
張

え
り
も
小
学
校
入
学
式

四
月
八
日
、
町
内
各
小
学
校
で
一
斉
に

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
十
四
人
が
入
学
し
た
え
り
も
小
学

校
（
金
澤
覚
校
長
）
の
体
育
館
で
は
、
少

し
緊
張
し
た
表
情
で
新
一
年
生
が
入
場

し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
、「
は
い
」
と
元
気
よ
く

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
校
長
先
生
や

来
賓
の
方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に

続
い
て
、
在
校
生
が
合
唱
を
披
露
し
、
学

校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
福
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
五
校
の
小
学
校
の
う
ち
、
四

校
で
五
十
三
人
の
一
年
生
が
入
学
し
ま

し
た
。

元気に入場する新1年生
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子育て支援を充実

平成25年度予算決まる

平成25年度予算総括表

伸 率比 較24年度25年度会 計 区 分

▲7.1▲3億1,000万43億7,000万４0億6,000万一 般 会 計

1.11,1００万9億7,200万９億8,300万国民健康保険

特

別

会

計

▲26.3▲4,900万1億8,600万１億3,700万簡 易 水 道

▲3.1▲1,200万3億8,400万３億7,200万診 療 所

0.00万1億8,200万１億8,200万下 水 道

▲3.4▲1,200万3億5,200万３億4,000万介 護 保 険

▲3.4▲2００万5,800万5,600万後期高齢者医療

▲3.0▲6,400万21億3,400万２0億7,000万小 計

▲5.8▲3億7,400万65億400万６1億3,000万総 計

（単位：円）

〇
予
算
特
別
委
員
会

新
年
度
の
予
算
案
は
、
三
月

十
四
日
の
町
議
会
で
全
議
員
に

よ
る
予
算
特
別
委
員
会
が
開
か

れ
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

審
議
で
は
、
委
員
（
議
員
）
か
ら
「
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
手
立
て
は
な
い
か
」
と

の
質
問
が
さ
れ
、
町
側
は
「
国
保
税
は
国
や

北
海
道
か
ら
の
助
成
金
と
国
保
加
入
者
に

納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
で
賄
わ
れ
る
の

が
原
則
。
た
だ
し
、
医
療
費
の
増
加
で
税

負
担
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
二
年
前
か

ら
町
民
の
税
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
答
弁
を
し
ま
し
た
。

以
前
は
加
入
者
の
負
担
が
少
な
い
と

い
わ
れ
た
道
内
の
大
都
市
も
、
現
在
で

は
、
本
町
よ
り
も
高
い
税
率
で
あ
る
こ
と

も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
定
例
町
議
会
で
平
成
二
十
五
年
度
の

各
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

計
予
算
は
四
十
億
六
千
万
円
で
、
六
つ
の
特

別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
総
額
六
十
一
億
三
千

万
円
と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
は
、
昨
年
度

か
ら
七
.
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
で
、
公
営
住

宅
建
設
事
業
費
の
減
額
等
が
要
因
で
す
。
新

規
事
業
で
は
、
子
育
て
支
援
策
の
強
化
を
盛

り
込
み
、
子
ど
も
の
誕
生
祝
い
金
の
贈
呈
と

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

国
保
税
で
論
戦

引
き
下
げ
の

手
立
て
な
い
の
か
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●
子
育
て
世
帯
医
療
費
支
援
事
業

【
千
十
三
万
円

】

中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
負
担
し

た
医
療
費
の
一
部
相
当
額
を
商
品
券
で

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の

支
援
を
推
進
し
、
併
せ
て
町
内
商
店
の
利

用
促
進
を
図
る
。

●
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金

【
百
八
十
万
円

】

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
出
生
一

人
に
つ
き
三
万
円
相
当
を
現
金
ま
た
は

商
品
券
に
よ
り
助
成
し
、
育
児
経
費
の
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
商
店
の
利
用

に
つ
い
て
も
そ
の
促
進
を
図
る
。

●
ス
マ
ッ
ピ
ー
ス
タ
ン
プ
会
補
助
金

【

百
七
十
万
円

】

ス
マ
ッ
ピ
ー
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
発

行
用
端
末
機
が
老
朽
化
に
よ
り
更
新
時

期
を
迎
え
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
、
地
元
購
買
力
の
確
保
と
町
内
商
店
の

利
用
促
進
を
図
る
。

●
高
齢
者
通
所
費
支
援
事
業

【
二
百
五
万
円

】

浦
河
町
の
福
祉
施
設
に
通
所
す
る
六

十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
そ
の
費
用

（
タ
ク
シ
ー
代
）
の
一
部
を
負
担
を
す

る
。

地地方交付地方交付税税
2,320,002,320,0000
（57.1（57.1））

国・道支出国・道支出金金
362,80362,8033
（（8.9（8.9））

町町債債
291,70291,7000
（7.2（7.2））

交付金交付金等等
120,70120,7022
（3.0（3.0））

町町税税
4419,91419,9100
（10.3（10.3））

使用料・手数使用料・手数料料
98,8998,8977
（2.5（2.5））

分担金・負担金分担金・負担金等等
79,1379,1366
（2.0（2.0））

寄附金等 204,010（5.0寄附金等 204,010（5.0））

諸収入 162,842（4.0諸収入 162,842（4.0））

自主財源
964,795（23.8）

依存財源
3,095,205（76.2）

歳入・歳出予算
右の円グラフが歳入予算。依存財源

が76.2％と歳入の多くを占めていま

す。下にある歳出予算は投資的経費

が前年度より減っています。

（単位；千円、％）

投資的経費
310,168（7.6）

普通建設事業普通建設事業費費
310,168（7.6310,168（7.6））

人件人件費費
1,023,321,023,3233
（25.2（25.2））

物件物件費費
647,068（15.9647,068（15.9））

補助費補助費等等
476,128（11.7476,128（11.7））

扶助扶助費費
278,150（6.8278,150（6.8））

公債公債費費
831,18831,1833
（20.5（20.5））

繰出繰出金金
300,000（7.4300,000（7.4））

積立金積立金等等
193,980（4.9193,980（4.9））

その他の経費
1,617,176（39.9）

義務的経費
2,132,656（52.5）

歳 入

町民一人当たりに使われるお金 777,628円

町民一人が納める税金 80,427円

一般会計の予算額を3月31日現在の人口5,221人

で割ったもの。

町税の予算額を3月31日現在の人口5,221人で

割ったもの。歳 出

さ
ら
に
「
こ
れ
以
上
、
大
き
く
国
保
税

を
引
き
下
げ
る
と
す
れ
ば
、
町
の
貯
金
に

あ
た
る
積
立
金
を
使
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。し

か
し
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
」
と
答
え
が
続
き
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
積
立
金
の
残
高
等
に
関

連
し
た
質
疑
も
出
て
、
熱
い
討
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

新規

事業

税
負
担

管
内
で
は
四
番
目

国
が
示
し
て
い
る
国
保
税
の
比
較
で

は
、
え
り
も
町
は
道
内
の
百
五
十
七
保
険

者
（
市
町
村
）
の
う
ち
高
い
方
か
ら
五
十

三
番
目
（
管
内
七
町
の
四
番
目
）
に
あ
り

ま
す
。

国
保
の
運
営
は
、
各
市
町
村
で
様
々
な

方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
比
較
は
難
し
い

の
で
す
が
、
本
町
の
医
療
費
が
上
位
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
極
端
に
国
保
税
の

負
担
が
重
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。人

口
の
少
な
い
町
村
の
多
く
は
国
保
税

の
負
担
も
重
く
、
こ
の
た
め
国
で
は
国
保

を
都
道
府
県
単
位
で
運
営
す
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
「
貯
金
を
使
う
こ
と
に
も

限
界
が
あ
る
。
医
療
費
を
下
げ
る
努
力
も

す
べ
き
」
と
の
指
摘
が
さ
れ
、
論
戦
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
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社
会
貢
献
企
業
に
感
謝
状

町
は
三
月
二
十
八
日
、
平
成
二

十
四
年
度
中
に
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
町
内
の
小
、
中
学
校
校
舎

の
照
明
交
換
や
敷
地
内
の
整
備
、

目
黒
地
区
の
避
難
階
段
の
設
置
を

無
償
で
行
っ
た
企
業
六
社
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
岩
本
町
長
は
「
充
実

し
た
施
設
に
な
り
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

※
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
企
業

池
田
建
設
株
式
会
社
、
岩
倉
建

設
株
式
会
社
、
ナ
ラ
サ
キ
ラ
イ
ン

株
式
会
社
、
株
式
会
社
手
塚
組
、

幌
村
建
設
株
式
会
社
、
盛
興
・
西

江
経
常
建
設
共
同
企
業
体

四
月
二
日
、
ま
ち
を
元
気
に
し
よ

う
と
活
動
し
て
い
る
町
内
の
青
年

イ
ベ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
「
祭
本
舗
・
風

舞
」
が
や
ま
と
苑
を
訪
れ
、
車
い
す

一
台
（
十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
最
新
式
の
車
い
す

は
、
ア
ル
ミ
製
で
ひ
じ
掛
け
が
移
動

で
き
、
背
も
た
れ
も
角
度
を
変
え
ら

れ
る
車
い
す
の
た
め
、
施
設
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
六
年
目

の
事
業
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
得

た
収
益
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

積
極
的
に
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

施
設
へ
車
い
す
を
寄
贈

●
水
産
環
境
整
備
事
業

【

二
千
九
百
六
十
二
万
円

】

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た

水
産
生
産
基
盤
整
備
事
業
の
後
継
事
業

で
、
機
械
式
雑
海
藻
駆
除
と
、
そ
の
効
果

に
よ
る
魚
類
の
繁
殖
環
境
の
整
備
を
図

る
。

●
漁
場
管
理
レ
ー
ダ
ー
鉄
塔
改
修
事
業

【

九
百
万
円

】

平
成
元
年
に
設
置
さ
れ
た
漁
場
管
理

レ
ー
ダ
ー
の
鉄
塔
部
分
が
、
塩
害
に
よ
り

腐
食
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
改
修
を

行
う
。

●
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

【

三
百
九
十
三
万
円

】

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た

環
境
生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業
の
後
継

事
業
で
、
岩
盤
清
掃
な
ど
を
実
施
す
る
。

●
移
動
式
店
舗
購
入

【

百
万
円

】

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
食
事
を
提
供

す
る
た
め
に
は
様
々
な
制
約
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
方
策
と
し
て

移
動
式
店
舗
を
購
入
す
る
。

●
日
高
王
国
協
議
会
負
担
金【

五
十
万
円
】

浦
河
町
と
様
似
町
で
行
っ
て
い
る
民
泊

体
験
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
は
当

町
も
参
画
し
、
道
外
か
ら
の
修
学
旅
行
生

な
ど
を
受
け
入
れ
る
。

●
地
域
資
源
保
護
事
業

【

百
六
十
万
円

】

お
ひ
た
し
や
和
え
物
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
る
「
は
ま
ぼ
う
ふ
」
が
、
百
人
浜
に

自
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
用
な
地
域

資
源
と
な
る
よ
う
、
飛
砂
防
止
対
策
と
併

せ
て
保
護
活
動
を
実
施
す
る
。

●
新
浜
団
地
一
号
線
改
良
舗
装
事
業

【

三
千
八
百
六
十
九
万
円

】

本
路
線
の
改
良
舗
装
を
今
年
度
か
ら
二

年
計
画
で
実
施
し
、
当
該
地
区
住
民
の
生

活
環
境
の
改
善
を
図
る
。

●
教
員
住
宅
建
設
事
業

【

三
千
四
万
円

】

老
朽
化
が
激
し
い
教
員
住
宅
に
つ
い

て
、
そ
の
建
替
え
を
計
画
的
に
実
施
す

る
。
平
成
二
十
五
年
度
は
本
町
地
区
の
一

棟
二
戸
の
建
替
え
を
実
施
予
定
。

●
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

【

一
千
二
百
八
十
一
万
円

】

目
黒
地
区
（
第
七
分
団
）
に
配
置
さ
れ
て

い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更
新

を
実
施
し
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図

る
。

えりも子育て応援券
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投
票
に
必
要
な
も
の
は
「
入
場
券
」
で
す
。
入

場
券
に
は
投
票
所
名
や
投
票
時
間
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

万
が
一
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で

も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

◎
選
挙
当
日
の
投
票
で
き
る
時
間

選
挙
当
日
の
投
票
時
間
は
「
午
前
七
時
か
ら
午

後
七
時
ま
で
」
で
す
。

◎
投
票
の
実
施
の
取
り
扱
い

・
町
長
選
挙
の
届
出
が
一
名
の
場
合

→

町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
み
実
施

・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
届
出
が
欠
員
数
を
超

え
な
い
場
合

→

町
長
選
挙
の
み
実
施

・
町
長
選
挙
の
届
出
が
一
名
の
場
合
と
町
議
会
議

員
補
欠
選
挙
の
届
出
が
欠

員
数
を
超
え
な
い
場
合

→

ど
ち
ら
の
投
票
も
行
わ
れ

ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

え
り
も
町
選
挙
管
理
委

員
会

緯
二
‐
二
一
一
二

えりも町長選挙及びえりも町議会議員補欠選挙は、
平成25年5月26日（日）が投票日です

◎
投
票
で
き
る
人

・
日
本
国
民
で
え
り
も
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

・
平
成
五
年
五
月
二
十
七
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
満
二
十
歳
）

・
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
日
以
前
に
え
り
も
町

役
場
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き
続
き
町
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
人

◎
期
日
前
投
票
制
度

次
の
理
由
等
で
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
理
由
等

仕
事
等
（
冠
婚
葬
祭
な
ど
）、
私
用
（
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
）、
病
気
（
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
で
歩

行
困
難
）

・
期

間

五
月
二
十
二
日
（
水
）
～
五
月
二
十
五
日
（
土
）

・
時

間

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時
ま
で

・
場

所

え
り
も
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
三
階
）

◎
不
在
者
投
票
制
度

病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所
の
人
は
、
都
道
府
県

選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

入
院
・
入
所
中
の
施
設
へ
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
投
票
制
度

体
の
不
自
由
な
方
は
、
自
宅
な
ど
に
お
い
て
郵

便
等
を
利
用
し
た
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
方
法
を
利
用
で
き
る
人
は
、
次
の
よ
う

な
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

→

一
級
・
二
級

・
心
臓
、
じ
ん
蔵
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸

→

一
級
・
三
級

・
免
疫
、
肝
臓

→

一
級
～
三
級

②
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
、
知
事
が
書
面
に
よ

っ
て
証
明
し
た
場
合

③
介
護
保
険
上
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
五

で
あ
る
人

※
郵
便
請
求
期
限
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
入
場
券
は
忘
れ
ず
に

五
月
二
十
六
日
（
日
）
は
、
え
り
も
町

長
選
挙
と
え
り
も
町
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
の
将
来
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

「
自
分
の
一
票
く
ら
い
」
と
考
え
ず
、
あ

な
た
の
一
票
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
を
忘
れ
ず
に
！
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●対象年齢について

0歳から中学3年生までのお子さんがいる世帯

●対象金額について

世帯の対象年齢のお子さんが外来・入院の際

に病院、診療所、歯科医院や調剤薬局で支払っ

た窓口一部負担金（保険適用分のみ）が、１か

月分（月の初日から月末まで）の合計で1,000

円以上になった場合。

●申請について

受診の翌月に１か月分の領収書をまとめて役

場保健福祉課の窓口へ申請に来てください。

この際に領収書、印鑑、保険証（国保、社保、

共済等）を持参してください。

●申請の期限について

申請には期限がありますので、ご注意くださ

い。期限は対象となる医療費のある月の翌月か

ら、３か月後の月末までです。（例：４月中に受診

し、窓口一部負担金を支払った場合は、７月末

日までが申請の期限です。）このため、期限まで

待たず受診の翌月には申請するようお願いしま

す。

●助成額について

申請後に役場の窓口で町内の取扱店で買い物

ができる「えりも子育て応援券」（1枚500円単位）

えりも町子ども医療費助成事業の
お知らせ

えりも町では子育て世帯の支援のため、お子さんの医療費を

保護者に地域商品券「えりも子育て応援券」で還元する事業を

開始しています。

を交付します。なお、世帯の一部負担を500円

とします。

医療費に対する「子育て応援券」の交付枚数は、

図１をご覧ください。

●「えりも子育て応援券」の使用上の注意点等に

ついて

茨 えりも町が取扱指定した商店や事業所でのみ

使用できます。

芋 換金性はありませんので、「えりも子育て応

援券」のみを使用した買い物等で、釣り銭は支

払われません。

鰯 応援券に使用期限を表示しています。期限を

超えると使用できません。

允 譲渡や売買は行わないでください。（応援券

には整理番号を付しています。）

印 税金等の公共料金の支払い、商品券、プリペ

イドカードや切手等には使えません。

（例） 医療費3,790円－世帯の負担額500円

＝商品券還元対象額3,290円

■お問い合わせ先

えりも町では、この「えりも子育て応援券」

を取り扱っていただける商店・事業所を随時

募集しています。

なお、えりも町の指定には条件があります。

茨 町内に本店があり、現在実際に事業を

行っている事業所。

芋 町内に店舗を有し、現在実際に事業を行

っている事業所でえりも町商工会の会員。

鰯 町内に住民票を有している個人事業主。

取扱い指定店を募集しています！

※この場合、500円未満の端数は切り捨てとなり

ますので、商品券（500円）を6枚交付します。
保健福祉課医療給付係 緯２-４６２２

図１ 地域商品券の支給方法

地域商品券
支給対象額

世帯の
負担額
（500円）

－ ＝
1月分の子どもの
医療費支払額
(保険診療分のみ)
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行行
政
の
苦
情
や
意

行
政
の
苦
情
や
意
見見

公
平
な
立
場

公
平
な
立
場
でで運上雅裕さん

当
町
の
行
政
相
談
員
は
、
こ

れ
ま
で
渡
辺
英
樹
さ
ん（
本
町
）

が
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
新
た
に
運
上
雅
裕
さ
ん

（
大
和
）
が
四
月
一
日
付
で
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
国
の
行
政

全
般
（
年
金
・
税
金
・
道
路
・

河
川
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
、

公
平
な
第
三
者
的
立
場
か
ら
問

題
の
解
決
や
改
善
に
向
け
て
、

お
手
伝
い
し
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

緯
二
‐
四
三
七
八

解解
決
で
き
な
い
悩
み
事

解
決
で
き
な
い
悩
み
事
にに

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護

委
員
に
、
加
藤
弘
子
さ
ん
（
歌

別
）
と
神
田
眞
弓
さ
ん
（
本
町
）

が
四
月
一
日
付
で
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
に
関
す
る
悩
み
、
戸
籍

や
身
分
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。。

▼
連
絡
先

緯
二
‐
二
六
七
五
（
加
藤
さ
ん
）

緯
二
‐
二
〇
六
六
（
神
田
さ
ん
）

大雨により重大な災害が起こるおそれがあると

予想した場合に大雨警報を発表します。大雨によ

る災害は、低い土地に水が集まって起こる浸水害

と、がけ崩れなどの土砂災害があります。このう

ち土砂災害は、土壌中に溜まった雨水が多いほど

発生の可能性が高いことから、これまでに降った

雨と今後数時間に降ると予想される雨量から、土

の中の水分量を計算する「土壌雨量指数」を用い

ています。

大雨警報が発表中で、更に土砂災害の危険度が高

まっている場合に、地方自治体の行う避難勧告等

の判断や、住民の自主的な避難行動の判断などの

参考となるよう、北海道と気象台が共同で土砂災

害警戒情報を発表しています。

土砂災害警戒情報は、過去の降雨記録と土砂災害

の発生状況から判断され、市町村毎に発表されま

す。この情報が発表されたら、崖の近くなど土砂

災害の発生しやすい地区にお住まいの方は、早め

の避難を心がけるとともに、市町から発表される

避難勧告などの情報に注意してください。

－土砂災害－

気象台からの

防災メモ

●お問い合わせ先

室蘭地方気象台防災業務課（緯0143-22-4249）

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

5

（隔月掲載）

ふ
る
さ
と
を
守
る

私
の
ひ
と
こ
と

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ

のののののののののののののののののののののののののののののの

まままままままままままままままままままままままままままままま

か

ぜ

の

ま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

え
り
も
町
長

岩
本
溥
叙

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
指
導
者
、

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
が
来
日

し
、
難
民
と
し
て
日
本
で
暮
ら
す

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
が
熱
烈
な
出

迎
え
を
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
民
主
化
が
進
む
祖
国
へ

帰
ろ
う
と
い
う
人
が
減
っ
て
き
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
生
ま
れ

た
子
ど
も
が
「
私
の
中
身
は
日
本
人

だ
」
と
言
う
の
で
、
大
人
が
帰
国
を

た
め
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

や
っ
ぱ
り
人
は
皆
、
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
土
地
が
好
き
だ
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。

近
く
に
い
る
人
、
遠
く
に
い
る

人
、
え
り
も
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
い

る
人
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
き

「
え
り
も
偐
ら
し
さ
做
を
守
る
こ
と
」

こ
れ
も
町
長
と
し
て
の
私
の
責
務
。

そ
ん
な
思
い
を
つ
よ
く

し
ま
し
た
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

加藤弘子さん神田真弓さん
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四
月
二
十
日
、
百
人
浜
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
待
ち

兼
ね
て
い
た
愛
好
者
は
、
さ
っ
そ

く
コ
ー
ス
に
出
て
、
久
し
ぶ
り
の

プ
レ
ー
に
快
音
を
響
か
せ
て
い
ま

し
た
。

同
施
設
は
平
成
九
年
に
オ
ー
プ

ン
し
、
こ
れ
ま
で
約
八
万
七
千
四

百
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

初
日
の
こ
の
日
は
、
晴
天
で
は

あ
っ
た
も
の
の
や
や
肌
寒
さ
が
残

る
日
で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
二

十
五
人
の
愛
好
者
が
訪
れ
、
久
し

ぶ
り
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

久
し
ぶ
り
に
快
音
が
響
く

す
こ
や
か
に
成
長
を
…

四
月
十
六
日
、
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
四
月
一
日
以
降
に
、
出
産

さ
れ
子
ど
も
の
父
又
は
母
に
な
っ

た
方
へ
支
給
さ
れ
る
「
す
こ
や
か

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
」
で
、
最
初

の
支
給
者
と
な
っ
た
飯
田
直
宏
さ

ん
（
え
り
も
岬
）
に
岩
本
町
長
か

ら
祝
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
祝
金
を
受
け
取
っ
た

飯
田
さ
ん
は
、「
祝
金
を
も
ら
え

る
と
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
。
い
た
だ
い
た
祝

金
は
子
ど
も
の
た
め
に
、
使
い
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

★

新
採
用
職
員
紹
介

★

煙
情
報
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

通
信
料
は
自
己
負
担
で
す
。

災
害
情
報
、
通
行
止
め
情
報
、

地
震
・
津
波
情
報
な
ど
を
配
信

し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
利
用
で
き
な
い

場
合
は
、
t
‐
e
r
i
m
o
@
s

g
‐
m
.
j
p
へ
空
メ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

え
り
も
町

防
災
情
報
メ
ー
ル

煙
迷
惑
メ
ー
ル
の
受
信
拒
否
設

定
を
し
て
い
る
方
は
、「
s
g

‐
m
」
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
兼
学
校
管

理
係

田
中

克
樹

た
な
か

よ
し
き

中
央
保
育
所

金
子

春
奈

か
ね
こ

は
る
な

企
画
課
防
災
係

大
石

侑

お
お
い
し

す
す
む

国
保
診
療
所

盛
永

千
春

も
り
な
が

ち
は
る

総
務
課
商
務
係
兼

職
員
厚
生
係
兼
行

財
政
改
革
推
進
室

行
革
係

脇
元

優
斗

わ
き
も
と

ゆ
う
と

社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

高
橋

美
希

た
か
は
し

み
き
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母
な
る
川
へ
、
サ
ケ
稚
魚
放
流

こ
の
ほ
ど
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
北
海
道
・

苫
小
牧
支
店
の
担
当
者
が
岩
本
町
長
を

訪
れ
、
目
黒
と
庶
野
地
区
の
一
部
で
、

フ
レ
ッ
ツ
光
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

同
支
店
営
業
部
長
の
山
本
麻
生
さ
ん

は
「
何
度
も
要
望
さ
れ
た
町
長
の
熱
意

が
本
社
に
通
じ
、
予
定
よ
り
早
く
エ
リ

ア
拡
大
が
決
ま
り
ま
し
た
」
と
述
べ
、

町
長
が
「
情
報
過
疎
は
困
る
の
で
、
今

後
も
さ
ら
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
、
歌
別
川
と
猿
留
川
の

両
ふ
化
場
で
、
飼
育
中
の
サ
ケ
稚
魚
が

放
流
の
時
期
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
え

り
も
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
サ
ケ
稚
魚

放
流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

漁
組
や
町
、
定
置
網
関
係
者
な
ど
約

三
十
六
人
が
出
席
し
、
サ
ケ
の
回
帰
を

願
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
目
黒
ふ
化
場
で
は
、
庶
野

小
一
・
二
年
生
十
五
人
の
児
童
が
放
流

に
加
わ
り
、
放
流
後
、
元
気
に
川
を
泳

ぐ
稚
魚
を
見
送
り
ま
し
た
。

光
エ
リ
ア
拡
大

児
童
の
交
通
安
全
を
願
い

三
月
二
十
二
日
、
え
り
も
町
商
工
会

青
年
部
主
催
の
「
え
り
も
町
商
工
青
年

部
交
流
事
業
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
が
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
若
者
た
ち
五
十
三
人
が
参
加
し
、
十

二
チ
ー
ム
男
女
混
合
戦
で
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
が
行
わ
れ
、
額
に
汗
を
浮
か
べ
な

が
ら
プ
レ
ー
を
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
た
あ
と

は
、
懇
親
会
を
行
い
、
参
加
者
の
交
流

が
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
八
日
、
え
り
も
小
学
校
入
学
式

が
行
わ
れ
る
前
に
生
徒
玄
関
前
に
て
、

町
商
工
会
女
性
部
（
坂
田
三
枝
子
部
長
）

手
作
り
の
黄
色
の
毛
糸
で
編
ん
だ
鈴
型

の
お
守
り
が
、
登
校
し
て
く
る
新
入
学

児
童
三
十
四
人
の
ラ
ン
ド
セ
ル
一
つ
ひ

と
つ
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

関
係
者
ら
は
、
お
守
り
を
付
け
る
と

き
に
、「
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
一
人
ひ
と
り
に
声
を
掛
け

て
、
鈴
型
の
お
守
り
に
願
い
を
込
め
て

い
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
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夢を売る男
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「過保護と過干渉」について考える

「家事の手伝い」について考える

「中学生の反抗期」の育て方

小学校入学前にしつけたい基本的生活習慣

「豊かな情操」を育てる

音声テープによるサービスで
す。電話をかけると音声が流
れ、各内容についてのアドバイ
スを聞くものです。
※会話はできません。

05/01～05/09

05/10～05/16

05/17～05/23

05/24～05/30

5/31～06/06

子育てテレホンサービス 緯2-3715

■身心を調える／大奇俊也

■空飛ぶ広報室／有川 浩

■工学部ヒラノ助教授の敗戦／

今野 浩

■謎解きはディナーのあとで3

／東川篤哉

■プロが教える靭帯のすべてが

《一般書》 《児童書》

■おいしゃさんはおばけだって涯

／むらいかよ

■わゴムのふしぎ工作／立花愛

子

■はたらくロボット／富山 健

監修

■ルルとララのにこにこクリー

ム／あんびるやすこ

■忍たま乱太郎 オーマガトキ

のにんじゃの団／尼子騒兵衛

《おすすめ本》

百田尚樹 著
わかる本／竹内修二 監修

■図解雑学 建築と構造／山田

信亮 監修

■スマートフォンでｆａｃｅｂ

ｏｏｋ＆Ｔｗｉｔｔｅｒを使

敏腕編集者・牛河原勘治の働く丸

栄社には、本の出版を夢見る人間が

集まってくる。牛河原が彼らに持ち

かけるジョイント・プレス方式とは。

現在人のふくれあがった自意識

と、いびつな欲望を鋭く切り取った

ブラックコメディ。

新し新しいい本
図 書 室 だ よ り

■パンプキン・ロード／森島い

ずみ

■おばけのアッチとおしろのひ

みつ／角野栄子

いこなす本／できるシリーズ

編集部 著

■中高生の勉強あるある、解決

します。／池末翔太

えりも町で、「岩本節」が繰り広げられました概

生涯学習推進協議会主催の愛称「ガ

ンちゃん」こと岩本勉さんによる生涯

学習講演会が、３月２７日（水）にえり

も町福祉センターで行われ、160人の

町民が岩本さんの講演に耳を傾けまし

た。

講演テーマである、「人生の壁を乗

り越える、人との出会いと救いの言

葉」に添った希望が湧くような内容で、

岩本さんが少年時代に親や野球指導者

からどのように育てられ成長してきた

のかなど、これまでの道のりを中心に

話されました。

元北海道日本ハムファイターズ投手が講演に

また、質問タイムでは、野球少年団

の団員や大人からの質問に対しておも

しろい突っ込みを入れながら質問に答

え、会場を大いに沸かせるなど、90分

を笑いあり、涙ありの楽しい時間とな

りました。

巧みな話術で、講演を行う岩本氏



十勝在住の陶芸家「佐山由紀江」さんの指導に

より陶芸技術の向上を目指します。

◆日 時 5月15日（水）

9時30分～15時00分

◆定 員 15人

◆参加費 500円

◆会 場 郷土資料館体験学習室

◆お問い合わせ先

郷土資料館 緯2-2410
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◆◆生涯学習だより◆◆

陶芸スキルアップ教室図書館利用者登録の更新について

図書館では、現在、本の管理や貸出等の業務を
コンピューター入力により行っています。
今までお使いの「利用者カード」は新しいカー

ドと交換いたしますので、図書室にお越しの際は、
更新手続きをよろしくお願いします。

更新前のカード（左）と更新後のカード（右）

町営温水プール・スポーツ公園が
オープンしました

町営温水プールとスポーツ公園がオープンし

ました。

町営温水プールの開館期間は、4月28日（日）

～9月30日（月）、スポーツ公園の開放期間は、4

月29日（月）～10月31日（木）となっています。

※スポーツ公園の夜間照明は、5月上旬を予定。

※ゲートボール場は、5月上旬を予定。

國安松清さん（日本ヨガ研修道場）の指導のも

と、生活の中にヨガを取り入れましょう。

ヨガを行うことによって、「肩こり・腰痛・膝

ヨガ体験の募集について

痛・便秘」が改善

されます。

団体・個人で、

ヨガ体験をしてみ

たいと思う方は、

予約が必要となり

ます。

◆日 時 5月22日（水）19時00分～20時30分

◆参加費 500円

◆会 場 福祉センター2階大会議室

◆お問い合わせ先

えりもヨガ同好会

①尾山恵英子 維・胃2-3024

②太田英子 維・胃2-2565（午前のみ可）

③中岡俊子 維・胃3-1232（夜のみ可）

※申込みの締切は、5月20日となります。

※ヨガを体験される方は、動きやすい服装、汗拭

きのタオル、水、小布団又は大きめのバスタオル

で、ヨガマットを持っている方はヨガマットを

持ってきてください。（ヨガを体験する2～3時間

前までに、食事を済ませてください。）

福祉センター内の喫煙について

が拡大しており、他市町村の公共施設においても

分煙に取り組んでいる実態があります。

また、喫煙に対する社会情勢の変化や当施設を

出入りする子どもへの悪影響等を総合的に判断

し、当施設においても、7月までは周知期間とし、

8月1日より、分煙を実施することといたしました。

措置としては、1階ロビーと2階廊下に設置して

いる灰皿を撤去し、正面玄関（外側）に新たに灰

皿を設置いたしますので、分煙にご協力をお願い

いたします。

なお、各団体等にて各部屋利用時の喫煙におき

ましては、各団体の任意とさせていただきます。

平成15年5月1日に 施

行された健康増進法の趣

旨に鑑み、近年、公共機

関における禁煙等の取組
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栄
養
士
で
す

こ
ん
に
ち
は

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：007日(火)、21日(火)麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－（要予約）13：30～14：308日(水)、22日(水)日赤巡回診療

保健センタ－13：30～13：40

14日(火)

三種混合予防接種

保健センタ－13：40～13：50ＢＣＧ予防接種

保健センタ－13：50～14：00四種混合予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

保健センタ－14：20～14：30不活化ポリオ予防接種

保健センター（要予約）13：30～15：3016日(木)、30日(木)マミィ〔母親〕教室

保健センター（個別通知）09：00～11：0021日(火)乳児健診

庶野診療所（要予約）14：00～16：0023日(木)二種混合予防接種

保健センター13：30～16：0024日(金)献血

保健センター（個別通知）08：45～17：0027日(月)春の歯科健診

保健センター(要予約)13：30～15：3031日(金)離乳食教室(ゴックンベビークラス)

町立診療所（要予約）15：30～16：006月4日(火)麻しん風しん混合予防接種

5月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌、不活化ポリオ、四種混合の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜（2日前まで予約）
②時 間……14：00～16：00

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

上顎前歯の生えている1歳未満のお子さんも
じょうがくぜんし

春の歯科健診を受けることができます。希望す

る方は保健予防係まで連絡してください。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

当
町
の
地
場
産
食
材
で
あ
る
灯
台
つ

ぶ
を
美
味
し
く
調
理
が
出
来
な
い
か

と
試
作
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
で
は
定
番
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
に
着
目
し
、
家
庭
で
手
軽
に
作

れ
る
よ
う
に
と
、
市
販
の
ル
ウ
を

ベ
ー
ス
に
つ
ぶ
の
内
臓
を
隠
し
味
に

加
え
、
レ
シ
ピ
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。町

民
向
け
に
「
つ
ぶ
カ
レ
ー
料
理

講
習
会
」
を
六
月
に
開
催
を
予
定
し

えりも町産の灯台つぶを使い、

カレーライスを作ります。

「つぶは調理する自信がない

わ…」という人もご安心を。

食生活改善推進員が参加者と

一緒に下ごしらえから丁寧に調

理を行っていきます。

えりもの海の幸カレーをぜひ

マスターし、自宅で作ってみは

いかがでしょうか。

◇日 程 6月13日（木）

◇時 間 10時～13時30分

◇参加料 300円

※詳しくは広報折込チラシをご

覧ください。

えりもの灯台つぶを使い

て
お
り
、
い
ま
準
備
中
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

つぶカレー料理講習会
を行います！

食生活改善推進協議会のみなさんです

●町立診療所
麻しん風しん混合予防接種
前週金曜日までに保健予防係へお申し込みください。

春の歯科健診のお知らせ
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兵
衛
が
九
百
八
十
五
両
（
現

在
の
貨
幣
価
値
で
約
八
千
万

円
）で
落
札
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
商
い
は
高
田
屋
嘉
兵

衛
が
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
北
前
船
は
一

航
海
千
両
の
儲
け
が
出
る
と

い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
コ
ン

ブ
の
資
源
豊
か
な
幌
泉
は
魅

力
的
な
場
所
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

高
田
屋
嘉
兵
衛
は
、
文
化

九
年
、
国
後
島
で
ロ
シ
ア
に

捕
ま
り
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
移

送
さ
れ
、
文
化
十
年
五
月
に

国
後
島
へ
、
松
前
に
は
同
年

七
月
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
嘉
兵
衛
の
出
身
地
で
あ

る
淡
路
島
で
は
、
嘉
兵
衛
や

乗
組
員
た
ち
の
無
事
帰
還
を

祈
る
法
要
が
行
わ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
不
動
明
王
は
、
嘉

兵
衛
ら
が
ロ
シ
ア
に
捕
え
ら

れ
て
い
る
時
期
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
、
幌
泉
で
も
嘉
兵

衛
ら
の
帰
還
を
祈
る
法
要
が

な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

く
な
っ
て
い
ま
す
が
「
文
化

十
年

癸

酉
三
月

施
主

み
ず
の
と
と
り

高
田
屋
」
と
確
認
で
き
ま
す
。

「
高
田
屋
」
は
、
蝦
夷
地
の

根
室
か
ら
国
後
島
、
択
捉
島

な
ど
の
千
島
列
島
へ
の
航
路

を
開
拓
し
、
漁
場
を
開
い
た

高
田
屋
嘉
兵
衛
の
屋
号
で

す
。幌

泉
（
現
え
り
も
町
）
で

の
商
い
の
権
利
は
、
文
化
九

年
（
一
八
一
二
）、
嶋
谷
佐
次

法光寺境内の不動明王

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

法
光
寺
境

内
に
あ
る
「
不

動
明
王
」
で

す
。
花
崗
岩

で
作
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

風

化

が

進

み
、
背
に
刻

ま
れ
た
文
字

は
読
み
づ
ら

海
の
地
震
と
陸
の
地
震

防
災

情
報
版 穎

震
が
あ
り
、
住
宅
な
ど
に
も
被
害
が
出
ま
し
た
。

日
本
付
近
で
起
き
る
大
地
震
を
二
つ
に
分
け
る

と
、
海
で
起
き
る
地
震
と
陸
で
起
き
る
地
震
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
起
き
る
場
所
が

海
か
陸
か
と
い
う
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

海
の
地
震
と
陸
の
地
震
の
特
徴
の
違
い
を
ご
説
明

し
ま
す
。

海
の
地
震
は
、
一
度
に
大
き
な
領
域
で
地
震
を

起
こ
す
の
で
、
大
地
震
に
な
り
や
す
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
海
底
が
大
き
く
変
形
す
る
た

め
、
津
波
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
一
九
五
二
年
、

二
〇
〇
三
年
の
十
勝
沖
地
震
や
、
一
九
七
四
年
の

根
室
沖
地
震
な
ど
が
代
表
例
で
す
。
海
の
地
震

は
、
五
〇
、
一
五
〇
年
と
い
う
周
期
で
繰
り
返
し

発
生
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
地
震
を
経
験
し

て
い
な
い
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
地
震
の
被
害
と

そ
の
軽
減
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
親
か
ら

子
供
、
孫
へ
と
体
験
談
を
語
り
継
ぐ
こ
と
も
非
常

に
重
要
で
す
。

一
方
、
陸
の
地
震
は
、
小
さ
な
地
震
で
も
大
き

な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由

は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
陸
の
地
震
は
私

た
ち
の
足
元
の
浅
い
場
所
で
発
生
す
る
た
め
、
大

き
な
揺
れ
を
発
生
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
余

ち
の
家
は
、
ゆ
ら
ゆ
ら
の
揺
れ
に
は
あ
る
程
度
耐

え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
ガ
タ
ガ
タ
の
揺
れ
に
は
非

常
に
弱
い
の
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
、

倒
壊
し
た
家
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

ガ
タ
ガ
タ
の
揺
れ
に
よ
る
被
害
で
す
。
三
つ
目

は
、
発
生
間
隔
と
私
た
ち
の
油
断
で
す
。
陸
の
地

震
の
発
生
間
隔
は
、
千
年
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
上
、
陸
の
大
地
震
が
起
き

た
こ
と
が
な
い
所
で
も
、
陸
の
大
地
震
が
起
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
〇
〇
四
年
の
留
萌
地
方
の
地
震
も
陸
の
地
震

で
す
が
、
留
萌
の
地
震
と
同
程
度
の
大
き
さ
の
陸

の
地
震
は
、
前
兆
的
な
異
常
を
示
さ
ず
に
日
本
全

国
ど
こ
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
家
具
を
固
定
す
る
、
避
難
用
具
を
リ
ュ
ッ

ク
に
ま
と
め
て
お
く
と
い
っ
た
日
常
の
準
備
は
、

万
が
一
地
震
が
発
生
し
た
際
に
も
、
被
害
を
最
小

限
に
し
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
上
で
有
効
で
し
ょ

う
。

年
（
二
〇
一
三
年
）
の
四
月
一
三
日
に
、

淡
路
島
で
最
大
震
度
六
弱
を
記
録
す
る
地

今

震
で
も
大
き
な
揺
れ
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
発
生
す
る
揺
れ
の
特
徴
で

す
。
海
の
地
震
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
の
に
対

し
、
陸
の
地
震
は
ガ
タ
ガ
タ
と
揺
れ
ま
す
。
私
た

北海道大学大学院理学研究
院附属地震火山研究観測セ
ンター・助教
京都大学にて学位取得後、
東京大学研究員、ボストン
大学研究員、アメリカ地質
調査所ハワイ火山観測所研
究員を経て2010年4月より
現職

山田 卓司

石仏の建立は1813年
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あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

川崎莉子ちゃん
かわさき り こ

（高志・文子）
Ｈ24.5.11生(えりも岬)

いちごが大好き！沢山

食べていっぱい遊んで

大きくなぁれ☆

大場葵ちゃん
お お ばあおい

（智仁・公美子）
Ｈ24.5.6生(本町)

毎日にこにこ元気いっ

ぱい概たくさん笑って

大きくなってね

水
質
検
査
の
結
果
を
公
開
中

山岸 聖ちゃん
やまぎし せい

（裕二・美可子）
Ｈ24.5.18生(庶野)

元気いっぱいでいた

ずらっ子、パパが大

好きな男の子です。

堤あづさちゃん
つつみ

（是隆・友絵）
Ｈ24.5.17生(笛舞)

笑顔がすてき。甘えん

坊です。家族みんなの

人気者。

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐

所
で
は
、
自
衛
官
を
希
望
す
る
方
か
ら
の

要
望
に
お
答
え
し
て
、
各
種
コ
ー
ス
の
説

明
い
た
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
に
関
す
る
一
般
的
な
説
明

的
に
え
さ
を
求
め
て
行
動
し
ま
す
の
で
、

山
菜
採
り
に
行
く
時
は
、
単
独
行
動
を
控

え
、
鈴
を
持
つ
な
ど
の
人
の
存
在
を
知
ら

せ
る
工
夫
を
し
、
周
囲
に
十
分
注
意
す
る

と
と
も
に
、
た
ば
こ
等
の
火
が
大
き
な
火

災
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
山
に
入

る
際
は
十
分
に
注
意
願
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
第
七
師
団
で
は
、
創
隊
五

十
八
周
年
と
東
千
歳
駐
屯
創
立
五
十
九
周

年
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
行
事
を
行

い
ま
す
。

○
日

時

六
月
二
日

八
時
～
十
五
時

○
場

所

東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市

）

※
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
混
雑
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
公
共
機
関
な
ど
の
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

第
七
師
団
司
令
部
総
務
課
広
報
渉
外
係

緯
〇
一
二
三
‐
二
三
‐
五
一
三
一

山
菜
採
り
で
入
山
す
る
方
へ
の
注
意
！

自
衛
官
募
集
の
相
談

建
設
水
道
課
で
は
、
上
水
道
の
水
質
検

査
計
画
と
検
査
結
果
を
、
役
場
建
設
水
道

課
窓
口
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
、
建
設
水
道
課
（
緯
二
‐
二
一
一
五
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

例
年
、
春
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
は
、

多
く
町
民
の
み
な
さ
ん
が
山
菜
採
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

食
べ
ら
れ
る
山
菜
の
中
に
は
、
こ
れ
に

似
た
有
毒
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
区
別

が
大
変
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
毎
年
の
よ

う
に
有
毒
植
物
の
誤
食
に
よ
る
食
中
毒
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
冬
眠
明
け
の
ヒ
グ
マ
は
、
積
極

第
七
師
団
記
念
行
事

は
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐

所

緯
〇
一
四
六
‐
四
四
‐
二
八
五
五

○
自
衛
官
募
集
相
談
員

植
村
昭
重
さ
ん

緯
二
‐
三
九
二
二

岩
村
和
太
一
さ
ん

緯
〇
九
〇
‐
二
六
九
一
‐
五
〇
一
一

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所

「
う
い
ず
」
の
巡
回
相
談

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
困
り
ご

と
や
相
談
に
答
え
る
た
め
、
相
談
支
援
事

業
所
「
う
い
ず
」
へ
支
援
業
務
を
委
託
し

て
い
ま
す
。
来
所
や
電
話
、
訪
問
に
よ
る

相
談
の
ほ
か
、
月
に
一
度
、
役
場
保
健
セ

ン
タ
ー
で
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
五
月
の
巡
回
相
談
日
時

五
月
二
十
日

十
時
～
正
午

●
お
問
い
合
わ
せ
先

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所「
う
い
ず
」

〒
〇
五
七
‐
〇
〇
三
二

浦
河
町
向
が
丘
西
二
丁
目
五
六
八
‐
六
六

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
六
二
四
六
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

Ｅ
‐
メ
ー
ル

ｕ
ｉ
ｚ
ｕ
＠
ｕ
‐
ｋ
ｏ
ｕ
ｙ
ｏ
ｕ
ｅ
ｎ
.
.
ｊ
ｐ
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弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

5月21日
えりも相談所
（保健センター）

6月11日様似相談所

6月4日浦河相談所

13：30
～

16：30

5月13日・15日・20日・22日・27日・
29日、6月1日・5日・10日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

ひ
な
祭
り
唄
っ
て
笑
っ
て
婆
一
人

ば

ば

ひ

と

り

立
春
や
風
の
中
に
も
温
み
あ
り

ぬ
く

降
る
雪
は
風
の
意
の
ま
ま
老
い
て
子
に

日
の
高
さ
ほ
ど
の
芽
ぶ
き
か
川
柳

春
立
つ
や
両
手
ひ
ろ
げ
て
風
を
抱
く

日
の
影
も
日
に
日
に
ち
ぢ
み
二
月
尽
き

（
え
り
も
吟
社
）

川
村

和
子

手
塚

澄
子

曽
田
つ
ゆ
子

長
岡

青
風

石
森
美
恵
子

蛯
名

渚

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

山本和哉ちゃん
やまもとか ず や

（大智・圭恵）
Ｈ24.5.29生(笛舞)

ＴＶと本が大好き！

笑顔が自慢のイタズ

ラっ子です竃

人
権
相
談
所
開
設
し
ま
す

六
月
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
普
及
月

間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
地
域
住

民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容

の
秘
密
は
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
難
し

い
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
場
所
は
、
札
幌
法
務
局
日
高
支
局

（
新
ひ
だ
か
町

緯
〇
一
四
六
‐
四
二
‐

〇
四
一
五
）
で
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

焔
丸
山
政
利
さ
ん
（
庶
野
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

三
万
円

美
島
自
治
会
へ

三
万
円

庶
野
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

焔
富
川
冨
美
子
さ
ん
（
目
黒
）

目
黒
自
治
会
へ

三
万
円

焔
三
戸
直
子
さ
ん
（
新
浜
）

新
浜
自
治
会
へ

三
万
円

焔
え
り
も
漁
協
本
町
女
性
部

や
ま
と
苑
へ

タ
オ
ル
、
ウ
エ
ス
等

焔
三
浦
範
子
さ
ん
（
歌
別
）

歌
別
第
二
自
治
会
へ

三
万
円

焔
西
川
寿
輝
さ
ん
（
日
高
町
）

庶
野
老
人
ク
ラ
ブ
へ

一
万
円

焔
内
藤
明
廣
さ
ん
（
本
町
）

住
吉
自
治
会
へ

三
万
円

焔
中
野
信
子
さ
ん
（
庶
野
）

桜
岡
自
治
会
へ

三
万
円

焔
鬼
塚
ト
モ
さ
ん
（
本
町
）

み
ど
り
自
治
会
へ

三
万
円

焔
鬼
塚
和
男
さ
ん
（
歌
別
）

え
り
も
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
へ二

万
円

焔
金
丸
博
さ
ん
（
苫
別
）

え
り
も
岬
第
二
自
治
会
へ

五
万
円

焔
大
江
善
久
さ
ん
（
新
浜
）

や
ま
と
苑
へ

三
万
円

焔
荻
原
巌
さ
ん
（
近
浦
）

近
浦
自
治
会
へ

五
万
円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

三
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

鬼
塚
和
男
さ
ん（
歌
別
）

二
万
円

内
藤
明
廣
さ
ん（
本
町
）

三
万
円

ま
た
、六
月
一
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
あ
わ
せ
て「
無
料
特
設
人
権
・
困
り

ご
と
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時

六
月
一
日

十
時
～
十
五
時

○
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

住
宅
改
修
工
事
補
助
事
業

え
り
も
町
住
宅
改
修
工
事
等
補
助
事
業

の
予
算
が
残
り
五
百
四
十
七
万
七
千
円

（
四
月
二
十
三
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
予
定
の
あ
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
建
築
管
財
係

緯
二
‐
二
一
一
四
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陶
芸
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
①

（
郷
土
資
料
館
／

時
～

10

15

時
）

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
町
民

体
育
館
／

時
～

時

分
）

10

12

30

陶
芸
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
②

（
郷
土
資
料
館
／

時
～

10

15

時
）

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
違
反

時
～

時
）

30

１４

16

え
り
も
町
長
選
挙
及
び
え
り
も

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
投
票
日

（
町
内
9
投
票
所
／
7
時
～
19

時
）

陶
芸
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
③

（
郷
土
資
料
館
／

時
～

10

15

時
）

金木水火月
5/35/25/1

休 診
○○内科町

立 午前のみ午前のみ外科
午前のみ○庶野診

5/105/95/85/75/6
午前のみ○○検査日(①参照)

休 診
内科町

立 ○午前のみ午前のみ○外科
○○○15時～診療庶野診

5/175/165/155/145/13
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○(①参照)外科
○○13～15時医師不在13～15時医師不在○庶野診

5/245/235/225/215/20
午前のみ○○検査日(①参照)○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○(①参照)外科
○○○○○庶野診

5/315/305/295/285/27
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科
○○○○○庶野診
6/76/66/56/46/3

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○(①参照)外科
○○○○庶野診

北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-2111

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２5年5月7日

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,604人 女 2,617人）

（平成25年3月29日現在）

175人

287人

984人

908人

690人

357人

396人

549人

714人

161人

5,221人

67世帯

116世帯

429世帯

399世帯

297世帯

133世帯

131世帯

208世帯

270世帯

77世帯

2,127世帯

転入 転出25人 91人

出生 死亡5人 5人

月 の 税の う ご き

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

5月の行事

町立診療所・庶野診療所の診療表
●受付時間・電話番号

庶野診療所(緯4-2219)

09時00分～11時30分

14時00分～16時30分

町立診療所(緯2-2265)

0８時30分～11時30分

13時00分～16時30分

○印は午前・午後とも診察

②5/2は午後から休診です。

③5/7は15時から診療が始まります。

④5/14・5/15は13時～15時まで医師不在とな

ります。

（時間が前後する場合もあります）

日
11

日
15

日
20

日
22

日
22

日
26

日
29

え
り
も
の
海
の
幸
直
売
会
de

し
ょ
や
～
（
庶
野
さ
く
ら
公
園

／

時
～
）

10

庶 野
診療所

①次の日は、学校健診のため、内科・外科の午後からの診察は15時

30分からとなります。（内科 5/7・5/21、外科 5/13・5/20・6/3）
町 立
診療所

都合により、診療
表が急遽変更となる
場合もあります。
ご了承ください。

６ 月 の 税税 の 納 期
◆固定資産税 第１期

（納期限 平成２5年5月３1日）

◆軽自動車税 全期

（納期限 平成25年5月31日）

昨年の海の幸直売会deしょや～


